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へびつかひ座斗星は攣光星

山　本　一　清

　肉眼にも見える憂光星は「天界」第70號にある神田理學士の表の中に一・

癒蓋ざれてみるわけである．從ってバイエル式のギリシャ文字や，ローマ

字で呼ばれる星の中の憂光星もまつあの表の中にあるものNみε見ておけ

ば好い．一ナこts’　X近にベルリン天文窒の「小出版物」第一號の中に載せら

れた愛光星一覧表（R，Prager氏作）を見るミ，紳田町の表のはくてう座d

星は無くて，みつへび（Hydrus）座η星ε，へびつかひ座x星εが含まれ

てみる．

　はくてう座d星は坤田氏が「天界」第70號，第582頁に記してある通り，

佛國のダンジョン氏等が憂光星たるこごを齪たものであξ，が，ドイツの

A．G，協會の人々は今に至るも之れを攣光星εして承認しない．一其の確

たる理由はわからないが．

　みつへび座η星は，位置が，

　　赤経蓄1h49m25・　　赤緯＝一68。33！6　（1855年の気。、占で）

　　　　．．1　50　3　．．一68　25．9　（1900＃．．　）

であって，1873年にグルド（Gould）がコルドバ天文肇で之れを攣光星ε認

め，光度が6．6から7．5までの間に憂る長週期の愛光星ε考へ，從ってコル

ドバ調査には此の星を〔一68。1878（var）〕ミ記してみる．其の後1896年～

月E二月の頃，南阿の1ンネス氏が此の星を観測して，6．3ε7．0εの間に

光度を攣へるミ見ナこ．野中プタ／ンは同じ頃干れをケープ天文壷の爲眞で

6．5乃至6．7等級ミ見，禽ほ1884年11月24日には之れを9．2ε見たこEもあ

っナこ．今日は未だ此の星の攣光性質が好く知れてみないが，或は一種の不

規則星では無いか？　しかし，此の星のスペクトルはAoである．（但し此

の星は日本からは全く見えない南天の星である，）

　へびつかひ座X星は，近頃米國ハーゾード學院天文皇に於いてジョルダ

ン（M・F・Jordan）氏が1899－1923年の間の200枚の天艦爲眞の研究によ

って，4．1乃至5．0の間に不規則鍵化をする星であるこεを認め，ノ・一ブ｛
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ド・ブレテン第831號に嚢表した星である．尤もミス・カノンはドレーパー

目録の中に此の星の分光型がカシオペア座Ct星に似ナこるを述べ，「多分憂光

星ならん」E言って居る，此の星はボン調査の中の〔＋903298〕であって，

位置は

　　赤経＝16h　50m　48s　　　　赤緯＝十go　36／3

　　　　＝16　52　57　．．十9　31．8

叉，スペクトルはK：oである．今まで光度は

　　ホ・ン調査〔＋9D3298〕でに　　　　　　3・2

　　ハープード光度表〔H・P・2838〕　　　　3・4

　　♪、＿ブ＿ド改正表〔H．R．6299⊃　　　　　3．42

　　ポツダム光度調査〔Ph．　D．　8926〕　　　3・36

　　｝三［　ドレ’一ノg＿目録〔153210番星〕　　　雇艮示夏3．42

（1855年の分黙で）

（1900年　　　　）

　　　分光ぽK

色にWG

爲眞4・42

　　　　　　　　　分光型K・（・cCass・［：似7こり，0・m4程度の攣光星か？）

εなってみるが，不思議に此の大光輝の星が逸せられてゐナこものである．

此の星はへびつかひ座の西北端に近く，t星ε極めて接近してみる星であ

って，光度観測のナこめには，
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ヘルケレス座β星

へびつかひ座β星

へびつかひ座δ星

ヘルケレス座δ星

へびつかひ座巳星

ヘルクレス，座Y星

へびつかひ座訊星

へびつか撚座し星

2．81　K

2．94　K

3．03　Ma

3．16　A

3．34　K

3．79　F

3．85　A

4，29　．4Y

を比較星Eして，肉眼或は双眼

鏡による観測するのが好い。但

し，ヘルクレス座Ct星は有名な

不規則星であるから，比較星に

：取らないこε．
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